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動的な栄養学の世界を第一線の臨床医が解説

もう 10年以上前の話である．日本臨床栄養代謝学
会(旧：日本静脈経腸栄養学会)の NST専門療法士に
かかわる委員会に初めて参加した際に，外科系の先生
方の熱心な議論に圧倒された記憶がある．その議論の
中心におられた先生方のお一人が，大村健二先生であ
った．小生は，内科系の医師が少ないとのことで委員
に加えていただいたのだが，先輩の外科の先生方の前
で，なかなか声があげられなかったのを覚えている．
中でも大村先生は，専門とされる消化器外科学はもち
ろんのこと，生化学の知識が豊富であることに驚かさ
れた．臨床医としての多忙な日々の合間を縫って，生
化学の教科書を精読されているように感じられた．
その後，その委員会の委員長を小生が引き継ぐこと
になった．その際，新しく委員に加わっていただいた
のが濵田康弘先生であった．私と同じ内科系であった
が専門領域が異なり，濵田先生は腎臓病学を専門とさ
れておられた．濵田先生も生化学や生理学の知識が豊
富であり，また当時から仕事の正確さが際立っておら
れた印象がある．
大村先生と濵田先生は，いずれも私が尊敬する医師
である．そして，そのお二人が執筆されたのが本書
『新・栄養塾』である．
栄養学という学問は，ダイナミックな，動的な学問
である．そしてその基礎になるのは，生化学であるの
は言うまでもない．したがって，栄養アセスメントに

おいても，血液学的な数値を単純に評価するだけでは
意味がない．そこには，動的な栄養代謝病態が考慮さ
れなければならない．また，栄養代謝には複数の臓器
が巧妙に関連し，一つの生命体を成立させている．さら
に近年では腸内細菌叢も，新たな臓器としての意義が
論じられている．栄養学は，実に奥深い学問である．
本書は，「Ⅰ．栄養管理に必要な基礎知識」，「Ⅱ．
臨床栄養 実践編」，「Ⅲ．臨床栄養 病態編」「Ⅳ．
栄養管理のスキルアップ」の 4 章から成る．特に，
基礎知識としての解剖・生化学・生理学の解説が充実
している．しかも，単なる栄養学の成書に留まらず，
まさに動的な観点から栄養代謝を解説されているのが
特徴である．また実践編は，実際に臨床の第一線で活躍
されている医師ならではの目線で解説されている．補
講として，「トランス脂肪酸」など 4項目が取り上げ
られ，いま知っておきたい項目が追加解説されている．
このように，本書はひとりで読んでいても，教科書
を読んでいる時のような飽きがこないし，むしろ楽し
い気持ちになる良書である．
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